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童書1欝軒盟事費盟議〉警蓄量と盟的

三葉県南部を流れる熊野川｛く Z訟のがわ）の流域は、その多くが魚、峻な山岳地殺

にみり、全国約にも滋媛で雨が多く、スギやbノキのほか、？豆媛f伎の常緑広葉被害〉

みられます。 2また、熊野Jil沿いの山麓部には、先人たちによって築かれた石積みの

集薄が点夜し、その素於な符〈たたず）家いに、悠久の股史治宝｛恩iまれます。

このような自然と人為がみごとに調和した熊野川の流域の景観は、 内幸々 の笠」

と呼ばれるにふさわしい食観といえ亥十。

来、この流域では林業が盛んに行われ、熊野川l土木材の輸送路として流域をど

給ぶ重婆な役割安楽たしてき‘ました。近年、人口減少や高齢化惑を念速に進むtp、

人々が安心して主主らしていけるよう、地域言葉線を生かした波書室や観光（／）事議長選が

望まれていまナ。また、 r 告をは大雨が降つでも…週間くらいで澄ん7むという

熊野川も、潟水が長刻化しているといbれており、絶域らしさを取り E更すためにも

流域全体が連携し、改喜多iこ向けた工炎そしていくことが期待されてい交すα

かわ

態勢Jli；土、かつて r/11の参詣滋（さんけいみち） Jと呼ばれ、熊野信仰が盛んに

なった平安時代以降、熊野川沿いの「川丈（かわたけ〉街道（川端街道） Jととも

に、熊野三rll（くまのさんぎん｝に向かう暴露首関税で賑わいましんむ

平成16年7fl 7訟には、熊野川を含む費量懸念滋の文化的側緩急2、ユネスコ（UNESCO/

毘襲喜連合教育科学文化機際）の世界選産考委主主会において認められ、三設立謀、和歌山

県、議活災j陰の3県にまたがる俊界遺産「紀伊~IJ地の議場と委託詣道〈さんけいみち）」

としてきを録されまし＇~o

近年では、熊野）11の世界遺産への登録や、市くから多くの旅人公魅了して

J II舟下りの復活などにより、熊野JII流域の景綴が来訪者の自に発会れる機会が増えて

きました。平成26年iこは投与字選療登録10周年金迎え、これまでの多種多様な耳元組の

推進とともに、より多くの人々が集う地域として、さらに活性化し、発差是レ口、く

ことが緩まれています。

かな自然と人々の営みにより、長い待問をかけて育まれてきた熊野川流域の

長綴；土、高い文化的1iffi鑑を有する、人類共有めかけがえのない交差益です。この援

を守り、次のt蛇代へ引き継いでいくためには、熊野J11流減の人々や市町、対隊に

位置する和歌山然などとち漆携・協調した広滅的な景観形成の取組が必要で

このようなことから、燃界遺産の登録資産である f熊野重量籍選（熊野川） Jと、

その緩街地帯に加え、 ilJ霊童書Eの集落や務後の山並みなどを流域として…体的に捉え、

界澄産を有する地域にふさわしい景観を形成していくため、ゑ綴j去に基づく

“熊野川流域景観音十際立j を策定しますG
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第2章景観特性と課題

1 熊野川流協の最観特性
(1) 概況

熊野川（水系名：新宮J11）は、奈良県南部の大峰山脈の山上ヶ岳 （吉野郡
天川村、標高l,719m）を水源とし、三重県熊野市紀和町小船（きわちょうこぶね）
と和歌山県新宮市熊野川町宮井の境界付近で、大台ヶ原を水源とする北山川 と
合流してからは、三重県と和歌山県の県境を流れ、熊野灘に注く＼幹川｜流路延長
183krn、流域面積2,360krn2の一級河川です。
熊野川の流域は、奈良県、和歌山県、三重県の3県にまたがっていますが、

その多くが 「近畿の屋根j とも呼ばれる急峻な山岳地帯となっています。
熊野川の流域は、吉野熊野国立公園に指定されるなど、美 しい渓谷をはじめと

する豊かな自然がみられ、特に、北山川の瀞峡（瀞八丁）は、国の特別名勝及び
天然記念物に指定された峡谷が形成されています。

※ 本景観計画では、熊野川の周辺地域を表す言葉を、次のとおり使用します。

図1

「熊野川の流域j ：熊野川及び支川｜の北山川などを含めた、新宮川水系の河川｜の流域
「熊野川流域J ：本景観計画の対象となる熊野川と北山川 との合流点から、熊野川と

相野谷川（おのだにがわ）との合流点までの左岸流域

ア
｜ィ
県道小船紀宝線

国道 168号

(2）景観構造
地形や施設の立地等について、左岸と右岸で対照的な景観がみられます。

① 熊野川左岸 〈三重県側〉
熊野川と並行して走る県道小船紀宝（こぶねきほう）線は、主に地元住民が

利用する生活道路で、右岸側の国道16"8号に比べ、交通量は少なく、道幅も広く
ありません。
集落や農地は、山麓部の平地や緩やかな傾斜地に形成され、約l～2km
（市町界付近では約7km）の間隔で点在しています。また、大規模な観光施設

や産業施設はなく、小船集落の「小船梅林」や浅里 （あさり）集落の
「飛雪（ひせっ）の滝キャンプ場」などがみられる程度です。

、j
② 熊野川右岸 （和歌山県側）

熊野川と並行して走る国道168号は、 2車線の幹線道路です。
河口付近の平野部には市街地が広がっていますが、上流へ行くにつれて

急峻な山々が熊野川まで迫っている区聞が比較的連続し、 一部のまとまった
集落や農地を除き、左岸側のような集落景観はみられません。

また、ウォータージェッ ト船乗船場などの観光施設や、新宮市熊野川行政局
の庁舎、コンクリート工場などが立地しています。
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(3）世界遺産登録
川の参詣道である「熊野川」は、

中辺路の一部 として位置づけられ、
熊野本宮大社から熊野速玉大社まで
の区間のうち、川の中央部に当たる
幅lOmの帯状の区域が、世界遺産と
して登録されています。
なお、世界遺産 ・熊野川は、平成

12年に、熊野速玉大社の社地である
「御船島（みふねじま） Jなどと

ともに「史跡」に指定されています。

※ 「文化的景観J ：地域における人々
の生活又は生業及び当該地域の風土に
より形成された景観地で、我が国民の
生活又は生業の理解のため欠くことの
できないもの
（文化財保護法第2条第5項）

御船島

熊野速玉大社

(4）土地利用規制
世界遺産の登録資産（コアゾーン）

である熊野川は、 「自然公園法Jに
基づく第2種、第3種特別地域及び
「河川法Jに基づく河川区域内に

位置します。
また、緩衝地帯（バッファゾーン）

についても同様です。 （緩衝地帯の
一部は河川｜区域外となっています。）

3 
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図3 登録資産（熊野川、熊野速玉大社、
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(5）景観特性
① 自然的特性

ア地勢 ・地形
熊野川流域は、ほぼ全域にわたり紀伊山地の

山々が広がっており、急峻に立ち上がる起伏の
大きい山地地形が形成されています。また、
平地や緩やかな傾斜地は多くありませんが、
相対的に熊野川左岸に多くみられます。

｜ 後思
｜ 官話棺.＿'P.写；4
｜ ＼千悶
紀伊山地の山々

イ地質
熊野川流域では、第三紀層の熊野酸性岩類などがみられます。
また、熊野川流域を含む山地及び丘陵地の土壌は、主に森林性有機質土で、

これを利用してスギ、ヒノキを中心とした林業が行われています。

ウ気候
熊野川流域は、下流部が熊野灘沿岸の気候、その他の地域が山地の気候に

属しています。紀伊山地が北西の季節風をさえぎり、南岸を暖かい黒潮が
流れていることから、近畿地方では最も温暖な地域となっています。また、
年間平均降水量は、日本の平均値の約1.6倍（2,800mm程度）となっており、
圏内有数の多雨地帯です。

工植生
熊野川流域の植生は、スギ、ヒノキなどの針葉樹が大部分を占めますが、

一年を通して気候が温暖であることから、ブナ、ミズナラなどの温帯林と
シイ、カシなどの暖帯林が混じる、温暖性の常緑広葉樹もみられます。

オ水系
熊野川は、奈良県南部の大峰山脈の山上ヶ岳を水源とする、熊野灘に注ぐ

最も大きな河川｜です。
熊野川流域には固有の自然環境が残されており、ソハヤキミズ、キイイト

ラッキョウなどの貴重な「渓流沿い植物J （※）が生育しています。これら
の植物は、 2012年レッドデータブックにおいて、 「保護上重要な植物J と
して登録されています。

※ 「渓流沿い植物」 ：渓流の増水時に冠水するような岩上・岩隙に生育する植物
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② 歴史・文化的特性
ア古代の国わけ

熊野川流域を含む現在の紀北町より南側の地域から和歌山県域にかけては、
紀伊国（きいのくに）にあたります。

イ 江戸時代後期の藩領
熊野川流域を含む東紀州地域から松阪市周辺にかけての地域は、紀州藩領

が占め、往時の紀州藩の勢力の大きさが うかがえます。
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ウ街道
熊野川はりIIの参詣道」ですが、熊野川の岸の

切り立った崖沿いにはり｜｜丈街道（川端街道） Jが
ありました。川丈街道は、現在、その大部分が県道
小船紀宝線となっていますが、 「宣旨帰り （せんじ
がえり） J 「比丘尼転び（びくにころび） Jなどの
当時の難所が、言い伝えとともに残されています。
（※紀伊半島大水害では、通行止めとなりま した。）

工 舟運 （レゅううん〉
熊野川は、人々の暮らしを支える基盤としても

重要な役割を果たしてきました。江戸時代には、
「三反帆（さんだんぼ）」などによる舟運が活発
となりました。
昭和30年代になると、車社会への移行に伴って

国道が開通する等、舟運は衰退しましたが、現在
では、ウォータータージェッ ト船や川｜舟下りなど
の観光舟運が盛んです。

オ集落

川丈街道（川端街道）

三反帆
写真：「世界遺産 川の参詣みち

熊野川J （国土交通省紀南j司川国道

事務所発行〉

熊野川流域には、上流から熊野市紀和町の小船（こぶね）・楊枝（ょうじ） ・
和気（わけ）、紀宝町 （きほうちょう）の浅里（あさり） ・瀬原（せばら）
北桧杖（きたひづえ） ・鮒田（ふなだ）の7つの集落が、山麓部の緩やかな
傾斜地に沿って形成されています。各集落には、繰り返される風水害の歴史
の中、先人たちによって築かれてきた階段状の石積みがみられます。

建築物は、入母屋平入り 屋根や切妻平入り屋根に軒がんぎなどが一部に
みられる戦前からの木造住宅がわずかに残るものの、大半は、戦後から昭和
後期にかけて建築された木造軸組工法による和風住宅となっています。

力伝統 行事
a 御船祭 くみ15＼ねまつり〉

熊野川と相野谷川との合流点から約700m上流
に位置している御船島では、毎年10月16日に
熊野速玉大社の例大祭（れいたいさい）として、
御船祭が聞かれています。

b スズキ追い 〈ススキ追い〉
干ばつに見舞われることが多かったために

行われていた雨乞い神事を転化させ、毎年7月、
浅里神社の祭礼行事として行われていたもの
です。平成6年に復活し、 現在では、年に1回
行われています。

キ 文化財

一．

御船祭

世界遺産である「熊野川」及び「御船島Jが史跡に指定されているほか、
「本竜寺（ほんりゅうじ）本堂Jが三重県有形文化財（建造物）に、 「楊枝

薬師堂」が熊野市有形文化財（建造物）に指定されています。

ク 熊野詣 〈くまのもうで〉
熊野詣とは、古くから神々の住む聖地、再生の地として崇められてきた

熊野へ詣でることで、来世の幸せを神々に託すという信仰です。
熊野三山が成立した平安時代中期、法皇や上皇の御幸（ごこう）が始まる

と、その影響で街道や宿場が整備され、熊野詣がますます盛んになっていき
ました。熊野信仰が盛んになり、旅人の切れ目がなく行列ができた様子は、
蟻の行列に例えられ、 「蟻の熊野詣Jと呼ばれるほどでした。
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③ 社会・経済的特性
ア 過疎化が進む地域

熊野川流域では、人口減少や高齢化が進んでおり、特に、熊野市は、
過疎地域自立促進特別措置法による「過疎地域」に指定されています。また、
紀伊半島大水害では多くの家屋が失われま した。 このような中、更なる
人口減少を止めるとともに、新しい居住者を含めて地域に人々が住み、
ひいては、地域が活性化することが望まれています。

林業を中／~＼とした地域の産業
熊野川流域では、熊野川の舟運を活かし、古くから林業が盛んに行われて

きました。熊野川は、材木の輸送路となり、河口付近は、木材や木炭の
集積地として賑わうとともに、製紙業や製材業が発展しました。今後も、
この地域において人々が安心して住み続けるため、これらの既存の産業を
守っていくことが望まれています。

イ

今後の発展が望まれる観光
熊野川流域には、 「飛雪の滝キャンプ場Jなどがあります。また、熊野川

右岸には、熊野速玉大社などの観光資源や、瀞峡ウォータージェット船乗船
場などの観光施設があります。地域が持つ世界遺産としての文化的価値を
活かす取組を通して、和歌山県側との連携を深めるとともに、これらの観光
資源や施設に多くの人々が訪れ、新しい観光産業が育つことなどが望まれて
います。また、熊野川流域の観光などの発展にあたっては、熊野川の濁水の
改善や空き家・空き地の適E管理なども期待されています。
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飛雪の滝

景観資源
熊野川流域には、次のような景観資源がみられます。

④ 

楊枝川原

2 景観づくりの課題
( 1 ）熊野川流域における景観構成要素の一体的な保全

県境地域である熊野川流域の「河川J 「山地」 「集落・農地Jなどの景観構成
要素を、稜線の連続性にも配慮しつつ、和歌山県との連携のもと、流域として
一体的に保全することが必要です。

昼嶋

(2）熊野川流域における景観資源がもっ重要性の共通認識
風水害などによる被害により、地域の魅力や長い歴史の記憶が失われることが

ないよう、景観資源がもっ重要性を誰もが等しく認識しておくことが必要です。

(3）熊野川流域の眺望景観や景観資源の活用
誰もが楽しく過ごし、繰り返し訪れたくなるよう、熊野川流域の魅力となって

いる眺望景観や景観資源を効果的に利用することが必要です。
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第3章良－－~~量豊っくりに関する方針

1 基本方針
(1) 世界遺産を有する地域にふさわしい景観づくり

りIIの参詣道Jとも呼ばれる熊野川は、古くから霊場「熊野三山Jへの参詣、
巡礼の道として栄えた歴史を持っており、先人達により幾世代にもわたり
受け継がれてきた資産です。

この貴重な資産を守り、さらに次の世代に引き継いでいくため、熊野川流域の
文化的景観を共有する対岸の和歌山県との連携のもと、川の参詣道として
歴史・文化的価値を有する熊野川に加え、その背後にある紀伊山地の豊かな
自然景観、集落における日常の暮らしから生まれた景観を、熊野川流域として
一体的に保全することにより、世界遺産を有する地域にふさわしい景観の形成を
図ります。

(2）災害に対する復旧・復興への備え
信仰や交流など人々の営みと周囲の自然が一体となった文化的価値を有する

熊野川流域は、度重なる風水害を経験してきた地域でもあり、災害時における
防護機能の確保と復旧 ・復興は、この地域にとって極めて重要なこととなって
います。

大規模な災害後の復旧・復興を進める中で、国指定の文化財（史跡）である
御船島をはじめとする貴重な景観資源が忘れ去られ、あるいは、なくなることに
より、世界遺産を有する地域としての魅力が失われることがないよう、熊野川
流域における景観資源がもっ重要性を誰もが等しく認識し、広く発信する
とともに、流域住民をはじめとする関係者と情報を共有します。

(3) 「景観づくり」による地域活性化の後押し
熊野川流域では、 「紀伊山地の霊場と参詣道Jの世界遺産登録を契機として

策定された「熊野古道アクションプログラムj （平成 15年 3月策定） （※） 
による取組をはじめとして、さまざまな地域振興のための取組が進められて
います。

これらの取組のうち、眺望景観や景観資源の活用など、 「良好な景観づくりに
資する取組Jを熊野川流域景観計画で補完・支援することにより、熊野川流域の
活性化に結びつけていきます。

特に、良好な景観づくりに資する取組の推進にあたっては、対岸の和歌山県、
新宮市を含む流域の自治体との連携のもと、熊野川流域の景観の文化的価値を
十分に理解したうえで、進めていく必要があります。

※ 「熊野古道アクションプログラムJ ： 「紀伊山地の霊場と参詣道Jの世界遺産登録を
契機に、地域住民、市民活動団体、事業者、専門家、行政など、熊野古道に関係する
すべての方々が、熊野古道を世界遺産として守り、将来に 向けて伝えていくとともに、
その価値を十分に理解したうえで適切に活用すること（「保全と活用」）により、
地域振興に結びつけていく活動指針

〈

熊野川流域における
地域振興の推進

＜地域振興のための取組＞

（補完・支援）

一一一一一寸
「熊野川流域景観計画J
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2 復割
( 1）流域住民等 （※ 1）の役割
① 流域住民等は、世界遺産を有する地域において居住し、あるいは、活動する

者として、熊野川に誇りと愛着を持ち、自らが良好な景観づくりの中心的な
役割を果たす主役であること、自らの行動が熊野川流域の景観に影響を及ぼす
ことを認識するものとします。

② 流域住民等は、流域の景観に関心を持ち、日常生活の中で、自らが進んで
流域の誇れる景観を保全し、魅力ある景観づくりを実践するとともに、
地域が行う良好な景観づくりに関する活動や、行政が実施する 良好な
景観づくりに関する施策や事業に参加、協力 していくものとします。‘

③ 特に、土地所有者等は、土地、建築物及び工作物の利用等による改変は、
流域の誇れる景観資産になる場合もあれば、良好な景観を損ねる場合もある等、
流域の景観に大きな影響を与えるものであることを認識し、流域の良好な
景観づくりに貢献するよう努めるもの とします。

④ 設計 ・施工者等（※ 2）は、自らの業務が流域の景観に影響を与えるもので
あることを認識し、その事業活動にあたっては、流域の良好な景観づくりに
配慮し、必要に応じて、率先して 自ら情報の提供を行うとともに、地域が行う
良好な景観づくりに関する活動や、行政が実施する良好な景観づくりに関する
施策や事業に参加、協力していくものとします。

※ 1 「流域住民等」 ：熊野川流域の住民及び事業者のことをいいます。具体的には、
一人ひとりの個人、ボランティア、 Np O、地域の団体、
事業者等の多様な主体を含みます。

※2 「設計 ・施工者等J ：設計者、デザイナー、施工業者、開発事業者、 コンサノレ

(2）行政の役割

タント等であって、景観に影響を与える構造物等の形態 ・
意匠 ・色彩・素材等を提案 ・施工する者のことをいいます。

① 市町及び県は、流域住民等の景観づく りに対する意識を高め、景観づくりに
参加 しやすい環境づくりを行うとともに、主体的な取組を支援するものと
します。

② 市町及び県は、熊野川流域の景観に影響を及ぼす事象について、適宜、関係
機関との情報共有を図るなど、互いに連携しながら流域住民等と共に、良好な
景観づくりを推進するものとします。

③ 市町及び県は、良好な景観づくりを進めるため、公共施設管理者として、
世界遺産を有する地域の景観に配慮、した公共事業や施設整備の推進に努める
ものとします。

④ 市町は、流域住民等に最も近い行政主体として、景観行政の中心的な役割を
担う ことを認識し、園、県との連携のもと、良好な景観づくりに関する施策を
実施していくものとします。

⑤ 県は、広域的な行政主体として、園、和歌山県及び流域の市町との連携の
もと、 良好な景観づくりに関する施策を実施するとともに、 市町が行う様々な
施策を支援 ・補完するものとします。

小船梅林
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第4章良好な景観づくりのための誘導方策

1 景観計画の区協（景観法第8条第2項第1号）
熊野川（和歌山県との県境）から主尾根線までの範囲を基本とし、熊野川流域

景観計画区域を設定します。

図5 熊野川流協景観計画区域

｜和歌山県｜

新富市
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2 行掲の制限に閲する事項（景観法第8条第2項第2号）
(1) 景観形成基準

熊野川流域における行為が、周辺の文化的景観と調和したものとなるよう、
次のとおり定めます。
【共通的事項】

① 熊野川から眺望できる景観が、世界遺産のコアゾーン及びバッファゾーンと
一体となって文化的景観を形成しているこ とに留意し、その景観を損なう こと
のないよう、周囲の景観との調和を図ること。

② 地域の個性及び特性を尊重 し、周辺の景観と調和した景観づくりに配慮する
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【個別的事項】
① 建築物又は工作物の新築〈新設〉、増築、改築若しくは移転、外観を変更

することとなる修繕若レくは模様替又は色彩の変更
ア配置及び規模

a ）周辺の景観との調和に配慮した配置及び規模とすること。
b）主要な視点場からの眺望を妨げない配置及び規模とすること。
c ）山稜の近傍にあっては、稜線を乱さないよう、尾根からできるだけ低い

配置及び規模とすること。また、熊野川から見たときに、山稜の
スカイラインから突出しない配置及び規模とすること。

d）行為地の周辺に山林等樹木が多く ある場合は、できる限り周辺の樹木の
高さ以内にとどめること。

e ）行為地がまとまりのある農地、集落、文化財、地域のシンボ、ル等の景観
資産に近接する場合は、その保全に配慮した配置及び規模とすること。

f ）集落にあっては、隣地や周辺との連続性に配慮した配置とすること。
g ）道路、公園等の公共の場所に接する部分は、歩行者等に圧迫感、威圧感

を感じさせない配置及び規模とすること。

イ 形態及び外観
a ）熊野川から見たときに、周辺と調和のとれた形態及び外観とすること。
b）周辺の景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある形態及び外観と

すること。
c ）主要な視点場からの眺望を妨げることのないよう形態及び外観を工夫

すること。
d）外壁又は屋上に設ける設備は、露出させないようにし、建築物本体

及び周辺の景観との調和を図ること 。やむを得ず露出する場合は、
できるだけ壁面と同質の仕上げを施して目立たないようにすること。

e ）屋外階段、ベランダ等を設ける場合は、繁雑にならないように建築物
本体との調和を図ること。

g) 
集落では、隣地や周辺との連続性に配慮した形態及び外観とすること。
道路、公園等の公共の場所に接する部分は、歩行者等に圧迫感、威圧感
を感じさせないように、屋根、壁面、開口部等に工夫すること。

ウ色彩
a ）落ち着いた色彩を基調とし、

周辺の景観との調和に配慮した
色彩とすること。

b）建築物及び工作物の外観の色彩
は、右の図のとおりとすること。
ただし、歴史的又は文化的な
事由により、社会通念上、使用
が認められている場合、又は
他の法令等の規定により、
これら以外の色によることと
されている場合は、この限りで
ない。

c ）アクセント色の使用等に際し
ては、使用する色彩相互の調和、
使用する量のバランスに工夫
すること。
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：建築物及ぴ工作物の外観の基調色
として使用可能な色彩の範囲

：建築物及び工作物の外観の副基調色
として使用可能な色彩の範囲



繁材
a）周辺の景観どの毅京lIこ配慮した素材会使用すること。
b) 匂~る際り土也域の景義完特f致をヰ努f数
c ）マiきる限り樹久性；こ｛愛れ、 i湾総とともに景観に溶け込む素材合後潟ずる

d ）築港、文化財等に近援する会議滋では、集落、：文化財号事に使用~れている
伝統的素材をできる限り俊潟ずること。

コヲ 緑化
品）行為地内においては、マざる娘り多くの部分をと緑化十ること 3 なお、

植裁にみたっては、寸：： ~ る i浪り周辺の樹木と調和のとれた機織を選定し、
樹木の配設や樹織の機成を工夫すること c

b）行為織の境界会問う場合l士、できる限り湾辺の樹木と緩和のとれた生垣
や樹木とすること。

c ）行為安定；こ綴議文は樹勢の優れた樹木がある場合；之、
移植によって修ままに活かすこと。

マきる限り保存又は

力その他
a ）慮外義主総爆は、出入口を限定し、で

まと！織のない範閣で、道路から夜接見
で~Q限り場内を緑化すること。

る！汲り生坂等によって安全
ないようにするととち 、

b）夜間の廃外照明は、過剰な光会主題滋
に応じて照明方法等を工夫すること

韓交乱しないようにし、周辺の状況

c ）行為地内の既存建築物等が糸綴をど滋害事している場合；士、場
あわせて、できる限り周辺の長老裁に緩和させること。

冬季 縄発行為又！な土地の開墾その他の土地の形質の蛮更〈土石の採奴又は鉱物の
鎗採さを滋く。〉

景観に毒ましい改変主主主主じないようにすること。
イ 関怒し、又は形状を変更する土地の範囲は、必要最小般にとどめること。
ウ でさきる凝り現況の地形告と活かし、長大なのり面又は擁護蓄がさ長じないように
ずること c

ごに のり面l立、
図ること。

できる凝り緩やかな勾配とし、周辺の楠生と総和した総化を

オ 行為地内iこ樹姿又は樹勢の後れた樹木がある場合i立、
移植によって修殺にj設かすこと。

③ 土Eの採取又は鉱物の掘採
ア 景観iこ藩しい改交が佼じないようにすること。
イ 期間及び規模は、必要最小限にとどめること。

で る限り保存又は

ウ 土石の主義立文又は鉱物の掘採の場所が道路絡め公共(f)場所から目玉アーちにくい
ょう、採取又は綴援の佼置、方法を工夫すること。

江 主薬及又は綴綴後の跡地は、周辺の櫛さとど繍和した縁化を図ること。

④ 屋外における土石、廃棄物、海生資源その他の物件の堆積
ア 糸線に毒事しい改選芝が生じないようにす‘ること。
イ できFる｜繰り道路、公題等の公共の機所から悶立ちにくい位霊堂及び規模と

ずること。
ウ 積み上げに際しては、高さを

は貯蔵とすることロ
コ： 開。きる限り道路、公麗等の
総和に配慮した植栽又は塀空事

る け低くするとともに、強然どした

の場所からJi!,えないよう、周辺の嫌綴との
へいすること。
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(2）思l::l:l対象行為
熊野川流域景観計綴ぽ域内におい

応出会主必要となり、支そ叡形成基準
次に掲げる行為念行おうとする場合は、

合する必要がふります。

「々 ＼υ ミ人 で穴〔071子高石］哀pマ二ププーゥセ …ヘ～ 1~·.· 規模 んj
rγ十蓮薬務部新築、増築、改築務し行支苓悪：外織を？変更する； I 
j こととなる修緩幸子しくは模様務又は色彩の変受 jすべての行為 ； 
； 景観1公務16~長第l項第H去に定める行為） I ! 

rzー工存蔚の新設、増築、議祭事ましくは移転、タヰト畿を変吏－f~~一一一一
こととなる修繕若しくは撲様替又は色彩の変更
（景綴法第16条第1畷第2号；こ定める行為）

(I)煙突｛支枠及び交線があるものについては、
む。）その他これに類するもの

これらを

告架空電線路際の鉄筋コンクリート迭の柱、鉄柱、木柱
の他これらに類するもの

＠鉄筋ごコンクリート迭の柱、鉄柱、＊投
ずるもの（②に掲げるを〉めを除く。）

の総これらに

④装飾事務、記念塔その他これらに類するもの （屋外広食物
び重量タト広告級会掲出する物件を徐く。）

お尚架水槽、サイロ、物見塔その他これらに類するもの
俗擁壁、さく又は務
おウォーターシニェ…人コースグ…、メ P一 ラウンド、

覧主主その他これらに額十Q遊戯施設
③ ア ス ブアルトプラント、コンクリ｝トプラント、

ラッシャープラントその後これらにま高ずるもの
⑤自動銭安祭j寧の尾途に供ずるもの
⑬汚物処ま祭場、ごみ焼却場その他の処潔施設の原

するもの
③おから⑩に掲げる工作物のうち、主主築物と一体となって

も(1)

4~会第 12項に続安定する開発行為
I （景観法第16~長第l攻第3号にヌさめる行為）
川 土地の機意義、こと右の採取、紙磁石議1菜宅前Ttlfの王滋忘烹賓

すべての行為

すべての行為

の変更 ；すべての行為
〈景観法第16条第1攻策4妻子に基づく保条僚に定める行為） I 

タトにおける土石、終務宅、再生資源その後の物件の機検iすべての行為
｛長綴法務16条第l摂築基主去を」基づく；限条例に定める行為） ！ 

(3）届出の対象外となる行為
¢ 景観j去に規定する届出の瀕用除外となる行為

｛燃えば、 IXのような行為ぷ該当しtとす。］
？ 遺書量の慾E霊行為、軽要~Hれま主義その他の行為で政令で定めるもの

心地下；こ議をける建築物の織委譲考察叉；土工作物の主義喜賞者手
b ）仮絞め工作物の新設、殺害車、改築毒きしくは移転、外奪還

しくは模様稼3えは色彩の変更
することとなる惨事警

c ）法令又はこれに返事づく処分による総務め緩千；として行う行為
d）主主築物の存する委設約内で行う行為、て？あち、かっ、 IXのし、ずれにむ荻き請しないもの
・主主築物の新築、封整然、改築殺しくは移転、外綴会議~~することとなる｛総事善意苦しくは
様様替又は色彩の変更
・工作物（~総理主主｜けと存する幾多産物に附属する務火言笠宮議及び道路（総i遂な主主く。〉から
容易に潔3もされるこ之のない物二千場その他のヨ：句作毒殺を徐く。）の瀬I殺、増築、語文
若しくは惨事長、外観を還を皮切？ることとなるイ惨事詳述をしくは様車禁事幸又は色彩の変更

• El言外における土石、磨署運転物、再生重苦滋その他の物件のi震綴｛ぷさが 1.Sm以下の
ものそ除く。〉
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e ）護霊祭、林業又i土2齢、議薬会営むために行う行為でたち、かっ、次のいずれにも君主当し
え主いもの

・幾多棄物の新築、全開多語、改築ききしくは務総、外観をぎを変ずることとなるま撃事務経しくは
機様替又は念絞め変更

e高さが 1.5獄さと走塁える貯水槽、飼料員会滋タンクその｛むこれらに察する！工作物の新設、
潜築、良女総統しくは移転、外線a-変翌三することとなる修繕若しくは模様替又は色彩
の変東

. f司鉾；If<主面総（編主主主ミ 2関以下の用排水際会除く＇ ）又は阪険金＞ 2mを怒；号、ミ5ti議
しくは林道の設援

• :fヱ調患の際経
イ 3ド幣災重警のため見出譲な応急措喜重として行5行為
ウ その他政令で定める行為

ぉ）文化財保護法務総条第 l攻策しくは綴 125条第 l緩め許可若しくは開法第 81粂
綴 1 項の五五よ設に係る行為、同級努~ 167条第 1械の通知iζ係るi弓綴綴 6号の行為
若しくは防法務 168 条第 1 吸の問主霊；こ係 ~I司会察予審 I 号の行為X: ！立文化財保護法
施行令第 4会主言語 2項の許可幸子しくは同条第 5淡の協議に係る行為

b）屋外よぷそ昔物法第 4条又i之宮露 5~長の規定iと主義づく条例の規定iとi厳令する溢タト広告紛の
表示ヨえは屋外広告物会会話燃する物件の殺意霊

寄 三笠震県景観づくり条例で定める騒出の適用際外となる行為
ア軽微な行為

a ）仮設の慾築物（／）新築、土問参謀、改築若しくは移転、外観を変変ずることと
なる修繕務しくは模様稼又は色彩の変

b ）建築物の糟築又は改築句、行為に係る沫泌積が~，onf以ドのもの
c ）慾築物の外観の変更で、行為に係る阪i積がlOni以下のもの

なお、色彩の変更については、基調色の色彩茎主総会満たす色彩杓主主織の
変更及び間基機.a:満たす色彩への変更の場合は、行為；こ係る面積がlOni
な超える主義ぞ？？おっても、局l±H立本察とする。

d）了ー作物0)j!議議室又は改築で、行為に係る築造問績がlOni以下のもの
告）工作物の外綴の変更で、行為に係、る面積がlOni以下のもの

なお、色彩の変更については、主義旗色め色彩主義準を満た寸色彩綴玄関の
変更及び問主義準をI荷主こ十色彩への変更の主義？をは、行為lこ係る面積がlOni
を越える場合であっても、長話出i土不撃さとする。

f ）屋外における土石、路築物、再生気減その他の季語体の金援積守、その期間
が的自宅と超えて縦続しないもの

イ 法令（条例をさむ。〉の規定！こ纂づき、許旬務しくは認で苦を受け、
しくは届け出て行う行為又は悶務レくは地方公共闘体が行う行為のうち、

繁務づくりのための措置が議じられているものとして規則で定めるちの
a ）森林法第10条の2第l項、多彩34条第2項
b ）自然公駁法第 10条第 l可愛から第3項、第 16条第1項から第3項、第20~長

第3夜、第21条第3墳、第22条第3項、務68条第l項
c ）砂利採取法第 16粂の総~を受けた例）11法第25§！長又は農地法務4

較しくは第5条0)許可（一時的な利子詩に絞る。）

(4）特定感滋対象行為
景綴法第17条第1墳の規定iこより条例で定める、変受命令を行うこどのできる

特定脳出対象行為は、次のとおりですc

お 建築物の新築、増築、改築おしくは移転、外観を愛更することとなる修繕
若しくは模様替又は色彩の笈受

② 工作物の新設、耀築、放築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕
若しくは模様替又は色彩の変更
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2 

熊野Jll涜主義における畿観資源

I 三J .・ ' J書長室ま？？！流域における景書翼演綴
iぶ；～二言語野市高忠利重工的 薬品愛好丙
？蕉寄荒汚深紅I綴：一測了一一…ーマ語審JiTお蕊苛Y滋~議7
i楊枝川以 i蛇和国の総
ゆLお など i幾重本／除（ひばつのみね｝
； ；七段級｛なぬかまき） （淡ぬふた誘導）

！ i後緩め流
； ！主義111島
！ i弁慶の足跡
； ？毛主笠の測（おんべのふち）
I j事始島
！ ト亀重量 など

隆一• .＼€：一－到泌愛滋一一一rin:t街滋L 言語絵首選；…鼠……一；j枝ミ会議…｛五時街道了肩車……ν
；；律援芸者争 じll¥:旨総ち
i 1参を支薬師長支 ！上u主f込総て戸
！；主義絞め主主し ；：話器販ネ申中上
: J急線道標 けて縫守
j f鈴本紛争事 ；ぁ室長の渡し など
i ；本資寺 ！ 
！和気神社 など I 

弓ι~·；誌療治譲渡－·T11 必綴手記…一…一 ……言語釜石逗占f:;,;;:::;::;t場 F …ぬ
； な1::・ げ主塁幾重義誉会
I i三反机

L一一｛～～… ； ；御船委譲

良好君主濠観づくりに賞する取銭高察側

日 表彰子なJ祭綴づく~資子姦湾建重量i
1 地域外の方々をます象とする取総務機

ョ熊野川！流域じり廃棄カ3コ多様々 書道終
〈世界建設足並に興味がある、然堅手川をf.Tで下ってみたい、自然食綴
妻美しみたい等、多様なニニ…ズに対する、 ；￥： 語む長震がな情報発f設）

a熊野JII流域の魅力安アピ…fしするきっかけづくり
( r 1議雪誉の滝キャンブ主義M や らj、産会事盗事本Jでのイベント念衣類、

関子資警の滝j のう？イトアッブなど〉

詰 地域に暮らす方々を対象とする散総参徽
・来訪者との交流

（宿泊、休建設、食事をき祭しかさ務の総定など）
．主主淡O'.lH霊5たや文化を絞殺すみ織り部の育成

〈三菱長文言響皇室や体験さ芋聖母び）＇＃ U蓄えまど｝

3 「J11の参議道j の僚会た活用iこ喜毒する取級事例
' l.illl二uと根ざした薬事事後綴や川芳文化の義務長乾

（お積み技術立〉｛際会堂、地場産材の沼紛など〉
．熊野川流域の童全綴合葬祭しむ視点援の｛染ゑ

（差是皇展望台へのjレ…ト整備、議言内緩やベンチ
．妻美境地域の闘i合体との連主警による魅力の創出

など）

〈費量妻子ヌド稼火社から熊里子途.:E火事七までの参詣ノレ…トの復活など）
．熊野J! I言葉左翼数義主計画の意義照
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